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第
四
百
六
十
二
回 

青
葉
会
句
会
報 

 

令
和
六
年
十
月
二
十
四
日(

木)  
 

場
所
：
世
田
谷
区
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

４
階
シ
リ
ウ
ス 

 

選 
 
 

者 
川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 

今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 
福
島
正
明 

古
田
昇 

古
川
百
合
子 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

 

山
田
け
い
子 
山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 
 
 
 
 
 

山
本
三
恵 

 

【
互 

選 

句
】 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 
選
者
欄
の
○
は
選
者
の
「
天
」 

 
 
 

 

十
三
点 

◎
林
檎
剥
く
真
紅
の
リ
ボ
ン
解
く
や
う
に 

 
昇 

 

（
孤
・
忠
・
く
・
健
・
○
千
・
○
孝
・
清
・
○
堂
・ 

國
・
び
・
百
・
亜
・
盛
） 

 

九
点 

 
 

か
ま
き
り
の
祈
り
は
永
し
日
は
沈
む 

 

び
ん 

 

（
紀
・
○
く
す
・
五
・
龍
・
己
・
堂
・
隆
・
啓
・
三
） 

薄
野
や
胸
に
銀
波
の
打
ち
寄
す
る 

 
 

啓
子 

 

（
○
そ
・
紀
・
○
健
・
と
・
龍
・
び
・
允
・
規
・ 

三
） 

杖
を
手
に
遠
き
ポ
ス
ト
へ
秋
日
和 

 
 

盛
雄 

 

（
そ
・
紀
・
龍
・
己
・
ゆ
・
○
正
・
百
・
規
・ 

三
） 

 

七
点 

 
 

蓮
の
実
の
飛
ん
で
神
泉
し
づ
も
れ
り 

  

く
に
お 

 
  

（
紀
・
五
・
康
・
昇
・
○
啓
・
け
・
三
） 

◎
野
分
に
も
負
け
る
な
能
登
の
蒼
き
海 

 
 

け
い
子 
 
  

（
紀
・
健
・
た
・
孤
・
ゆ
・
び
・
昇
） 

 

六
点 

 
 

広
角
の
レ
ン
ズ
に
余
る
大
花
野 

 
 
 
  

孤
舟 

 
 

（
く
す
・
と
・
千
・
清
・
國
・
昇
） 

◎
草
の
実
の
勲
章
付
け
て
吾
子
帰
還 

 
 
 
 

正
己 

 
 

（
紀
・
孤
・
く
・
た
・
清
・
け
） 

棟
梁
の
声
一
直
線
秋
日
和 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
く
・
千
・
清
・
規
・
百
・
け
） 

現
わ
れ
し
地
霊
の
使
者
や
曼
殊
沙
華 

 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
五
・
孝
・
清
・
堂
・
盛
） 

 

五
点      

筆
箱
に
ど
ん
ぐ
り
独
楽
と
肥
後
の
守 

 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
と
・
百
・
啓
・
天
） 

友
は
皆
儚
く
消
え
て
秋
の
暮 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
紀
・
忠
・
た
・
允
・
百
） 

 

四
点 

 
  

秋
晴
れ
や
地
下
鉄
四
ツ
谷
の
赤
電
車 

 
   

忠
彦 

 
  

（
く
す
・
正
・
啓
・
亜
） 

篝
火
に
揺
る
る
泥
眼
月
の
能 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
堂
・
○
己
・
康
） 

駅
前
に
甚
句
流
る
る
秋
祭 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
そ
・
紀
・
隆
・
天
） 

◎
星
月
夜
隣
の
人
に
話
し
か
け 

 
 
 
 
 
  

仝 
 
 

（
紀
・
孤
・
孝
・
正
） 

菊
日
和
骨
董
市
に
人
多
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
國
・
百
・
規
・
天
） 

停
車
す
る
た
び
に
草
の
香
秩
父
線 

 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
健
・
堂
・
ゆ
） 

金
木
犀
香
り
始
め
る
家
路
か
な 

 
 
 
  

千
恵 

 
 

（
國
・
允
・
正
・
規
） 
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◎
秋
澄
む
や
ウ
エ
ア
は
派
手
に
皇
居
ラ
ン 

 
 
   

千
恵 

 
 

（
紀
・
孤
・
龍
・
天
） 

備
前
路
は
黄
金
の
筵
稲
穂
咲
く 

 
 
 
   

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
く
す
・
健
・
ゆ
） 

止
め
椀
は
輪
島
塗
な
り
秋
の
宿 

 
 
 
   

 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
く
す
・
と
・
盛
） 

◎
鉄
骨
を
打
込
む
音
や
港
秋 

 
 
 
 
 
   

 
 

び
ん 

 
 

（
そ
・
孤
・
く
・
亜
） 

翔
平
に
球
場
狭
し
天
高
し 

 
 
 
 
 
   

 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
五
・
け
） 

秋
の
雲
風
に
流
る
る
わ
が
一
生 

 
 
   

 
 

百
合
子 

 
 

（
そ
・
び
・
隆
・
允
） 

木
曽
谷
の
竜
胆
の
青
鮮
や
か
に 

 
 
 
   

 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
隆
・
規
・
天
） 

伽
羅
薫
る
春
日
大
社
の
菊
の
宴 

 
 
 
   

 
 
 

仝 
 
 

（
と
・
康
・
正
・
昇
） 

◎
木
犀
や
年
に
一
度
の
自
己
主
張 

 
 
 
   

  
 

亜
也 

 
 

（
く
す
・
孤
・
び
・
け
） 

 

三
点 

◎
金
木
犀
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
散
歩
距
離
の
ば
す 

 
 

紀
久
男 

 
 

（
孤
・
隆
・
盛
） 

初
鴨
の
池
畔
の
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
か
な 

 
 
  

孤
舟 

 
 

（
紀
・
堂
・
昇
） 

眼
福
の
天
目
椀
や
秋
の
星 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
清
・
三
） 

こ
の
鄙
に
コ
ン
ビ
ニ
の
灯
や
秋
の
暮 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
ゆ
・
亜
・
○
三
） 

牧
広
し
サ
イ
ロ
の
空
に
小
鳥
湧
く 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
そ
・
紀
・
○
く
） 

秋
空
に
応
援
校
歌
風
に
乗
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
た
・
己
） 

誕
生
日
孫
の
お
ね
だ
り
栗
ご
飯 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
隆
） 

鳥
渡
る
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
を
家
苞
に 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
五
・
亜
） 

ア
ー
ル
デ
コ
尽
く
せ
る
邸
秋
晴
る
る 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
千
・
○
龍
・
己
） 

 

二
点 

 

星
飛
ぶ
や
ト
ラ
ン
プ
の
札
撒
く
ご
と
く 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
龍
・
啓
） 

小
望
月
波
に
消
え
ゆ
く
砂
の
文
字 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
康
・
允
） 

親
友
の
身
に
し
む
話
酒
を
酌
む 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
び
） 

秋
刀
魚
喰
ふ
天
気
予
報
は
大
荒
れ
に 

 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
紀
・
忠
） 

「
コ
ー
リ
ン
グ
ユ
ウ
」
の
歌
声
秋
の
夜 

 
 
  

五
郎
太 
 
 

（
康
・
け
） 

俊
寛
を
暫
し
話
題
に
十
三
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
健
） 

見
逃
せ
り
銀
河
の
旅
人
ほ
う
き
星 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
○
と
・
正
） 

半
纏
を
び
し
つ
と
決
め
る
子
青
蜜
柑 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
盛
） 

聖
堂
に
論
語
の
素
読
木
の
実
降
る 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
く
・
○
允
） 

う
つ
ぷ
ん
を
空
に
晴
ら
す
や
夕
紅
葉 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
千
・
孝
） 

庭
の
栗
お
隣
招
き
お
こ
わ
飯 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
千
） 

夜
の
窓
を
叩
く
は
木
槿
残
り
花 
   

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
孝
・
○
盛
） 

草
藪
に
黒
き
星
散
る
吾
亦
紅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
五
） 

一
蝶
は
俳
諧
の
味
秋
の
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
ゆ
） 

雲
母
摺
の
装
幀
撫
づ
る
鏡
花
の
忌 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
昇
） 

◎
秋
の
海
流
れ
る
砂
の
音
を
聞
く 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
孤
・
啓
） 

闇
深
く
天
河
神
社
星
流
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
康
） 

虫
し
ぐ
れ
口
遊
ぶ
能
登
の
童
歌 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
○
紀
・
た
） 

 

一
点 

 

残
暑
き
つ
リ
ハ
ビ
リ
励
む
老
（
お
い
）
同
志 

 

紀
久
男 

 
 

（
忠
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
通
院
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
週
各
２
回
） 

一
頭
だ
け
公
園
で
舞
う
秋
の
蝶 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
  

（
天
） 
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芋
煮
会
鍋
を
載
せ
て
る
石
爆
る
（
は
ぜ
る
） 

 
 

忠
彦 

 
 
 

（
紀
） 

釜
寺
で
一
葉
出
会
え
た
初
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
 
 

（
紀
） 

秋
気
満
つ
五
十
回
忌
の
懐
古
談 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
紀
） 

夕
や
け
に
映
る
鏡
絵
父
母
ヶ
浜 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
紀
） 

中
秋
の
月
煌
々
と
孫
は
し
ゃ
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
國
） 

月
替
わ
り
窓
か
ら
の
風
秋
を
知
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
國
） 

黄
昏
て
と
ん
ぼ
み
た
い
に
ふ
あ
ふ
あ
り 

 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
孝
） 

新
蕎
麦
を
打
ち
し
友
あ
り
七
回
忌 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
紀
） 

秋
晴
れ
や
出
湯
の
子
ら
の
笑
い
声 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
己
） 

白
樺
に
残
る
葉
少
し
秋
深
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
た
） 

秋
霖
や
今
日
も
降
り
継
ぐ
能
登
の
悲
歌 

 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
紀
） 

軽
飛
行
機
打
ち
上
げ
花
火
の
上
を
飛
び 

 
 
 
 

正
明 

 
 
 

（
紀
） 

秋
の
夜
半
闇
を
お
よ
い
で
水
底
へ 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
  

 
(

亜) 

蹲
に
秋
草
ざ
っ
く
り
盛
る
茶
店 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
紀
） 

金
木
犀
強
く
香
ほ
り
来
月
半
ば 

 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
 
 

（
龍
） 

芋
煮
会
友
に
招
か
れ
吟
行
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
  

（
紀
） 

◎
不
足
な
き
世
に
生
き
不
足
と
は
そ
ぞ
ろ
寒 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
孤
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
三
点 

  

林
檎
剥
く
真
紅
の
リ
ボ
ン
解
く
や
う
に 

 
    

昇 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
長
く
切
れ
ず
に
剥
け
た
皮
は
、
ま
さ
に
解
い
た
リ
ボ
ン
の
よ
う
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
剥
か
れ
て
ゆ
く
林
檎
か
ら
赤
い
皮
が
ず
ん
ず
ん
垂
れ
下
が
っ
て
ゆ
く
様
子
が
目
に
浮
か
び 

ま
す
。
剥
き
切
れ
た
ら
ち
ょ
っ
と
か
っ
こ
い
い
！ 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
林
檎
の
皮
を
途
切
れ
な
く
上
手
に
剥
く
の
は
難
し
い
こ
と
。
そ
の
皮
を
真
紅
の
リ
ボ
ン
に
た 

と
え
て
見
事
な
絵
に
な
っ
て
い
る
。「
解
く
よ
う
に
」
が
視
覚
に
訴
え
て
妙
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
何
と
も
意
外
で
綺
麗
な
形
容
で
す
ね
！
特
選
！ 

百
合
子
さ
ん
・
・
こ
の
句
で
は
じ
め
て
気
が
付
き
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
う
に
こ
の
通
り
で
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
色
が
踊
る
愉
し
い
動
画
。 

 

九
点 

 
 

か
ま
き
り
の
祈
り
は
永
し
日
は
沈
む 

 
 
 

び
ん 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
長
い
鎌
の
よ
う
な
手
を
折
る
姿
勢
を
祈
り
と
見
た
と
こ
ろ
が
お
手
柄
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
に
感
心
し
ま
し
た
。
成
る
程
祈
り
の
ポ
ー
ズ
で
す
ね
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
最
近
、
垣
根
の
刈
込
み
を
し
た
。
刈
込
後
に
綺
麗
な
薄
緑
の
蟷
螂
が
で
て
き
た
。
殺
さ
な
く 

て
良
か
っ
た
。
助
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
誰
も
が
見
知
る
前
肢
で
祈
る
恰
好
・
・
こ
の
中
七
の
表
現
に
感
服
で
す
。 

薄
野
や
胸
に
銀
波
の
打
ち
寄
す
る 

 
 
 
 

啓
子 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
薄
野
に
立
っ
て
気
高
く
気
宇
壮
大
な
気
分
に
な
ら
れ
た
と
は
！
か
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
仙
石
原
で
し
ょ
う
か
。
光
景
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

杖
を
手
に
遠
き
ポ
ス
ト
へ
秋
日
和 

 
 
 
 

盛
雄 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
杖
を
つ
き
な
が
ら
歩
む
こ
と
は
大
変
で
す
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
今
ま
で
は
ポ
ス
ト
ま
で
走
っ
て
も
行
け
た
。
そ
れ
が
今
で
は
と
て
も
遠
く
に
感
じ
ら
れ
、 
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杖
を
手
に
し
て
郵
便
を
出
し
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。
足
が
弱
っ
て
い
る
の
で
す
。
哀
愁 

が
あ
る
句
で
す
ね
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
大
事
な
方
へ
の
便
り
は
や
は
り
手
書
き
の
手
紙
、
ポ
ス
ト
に
ポ
ト
ン
と
落
と
し
て
ほ
っ
と
す 

る
。
思
い
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 

七
点 

 

蓮
の
実
の
飛
ん
で
神
泉
し
づ
も
れ
り 

  
 
 

く
に
お 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
夏
の
早
朝
に
花
が
音
を
た
て
て
開
く
の
を
昔
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
実
が
飛
ぶ
の
は
晩
秋
の 

昼
の
盛
り
か
夕
方
で
し
ょ
う
か
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
静
か
な
神
域
の
池
で
蓮
の
黒
い
実
が
跳
ね
飛
ん
で
水
に
落
ち
た
。
そ
し
て
再
び
静
け
さ
が
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
静
謐
な
景
。
こ
の
一
瞬
に
浄
土
の
よ
う
な
空
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

野
分
に
も
負
け
る
な
能
登
の
蒼
き
海 

 
 
  

け
い
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
地
震
と
水
害
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
。
能
登
へ
の
応
援
歌
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
能
登
の
応
援
歌
に
な
っ
て
い
る
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
能
登
は
地
震
に
よ
る
被
害
よ
り
も
大
雨
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
大
雨
に
負
け
る
な
と
い
う
励
ま 

し
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

六
点 

 

広
角
の
レ
ン
ズ
に
余
る
大
花
野 

 
 
 
 
    

孤
舟 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
花
野
の
大
き
さ
を 

上
手
に
表
現
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
広
角
レ
ン
ズ
に
も
収
ま
り
切
れ
な
い
大
花
野
！ 

テ
レ
ビ
な
ど
で
見
か
け
る
映
像
が
目
に
浮
か 

び
ま
し
た
。
一
度
観
て
み
た
い
！ 

草
の
実
の
勲
章
付
け
て
吾
子
帰
還             

正
己 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
の
つ
も
り
。
得
意
げ
な
吾
子
。 

一
方
、「
吾
子
」
の
表
現
に
つ
い
て
、
俳
句
で
は
ま
ず
自
分
の
こ
と
と
し
な
い
で
詠
う
ほ
う
が 

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
邪
気
の
無
い
子
供
の
気
持
ち
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

棟
梁
の
声
一
直
線
秋
日
和 

 
 
 
 
 
 
    

堂
哉 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
頑
固
そ
う
な
棟
梁
の
声
が
澄
ん
だ
秋
空
に
響
い
て
い
る
。
ふ
と
口
元
が
緩
み
そ
う
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
棟
梁
の
声
っ
て
な
ぜ
あ
ん
な
に
よ
く
通
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
一
直
線
と
い
う
感
じ
で 

す
。 

現
わ
れ
し
地
霊
の
使
者
や
曼
殊
沙
華 

 
 
 
  

び
ん 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
現
れ
、
怪
し
げ
な
形
と
血
を
思
わ
す
色
。
想
像
の
素
晴
ら
し
さ
に
点
を 

入
れ
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
に
参
り
ま
し
た
、
稀
有
な
比
喩
で
す
ね
。 

 

五
点    

筆
箱
に
ど
ん
ぐ
り
独
楽
と
肥
後
の
守 

 
 
 
   

康
敏 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
ひ
と
昔
前
の
小
学
生
の
男
の
子
の
セ
ル
ロ
イ
ド
の
筆
箱
の
中
で
す
ね
。
懐
か
し
い
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
懐
か
し
い
昭
和
の
筆
箱
。
い
く
つ
も
い
く
つ
も
ど
ん
ぐ
り
独
楽
を
作
り
ま
し
た
。 

肥
後
の
守
っ
て
今
の
若
者
は
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
決
し
て
若
い
人
の
も
の
で
な
く
、
老
人
の
筆
箱
で
す
。
昔
使
っ
た
ど
ん
ぐ
り
独
楽
と
肥
後
の 

守
、
懐
か
し
い
で
す
ね
。 

友
は
皆
儚
く
消
え
て
秋
の
暮 

 
 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
老
い
の
寂
し
さ
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
多
く
の
友
が
此
岸
か
ら
彼
岸
に
渡
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
歳
月
が
経
つ
ほ
ど
に
煙
の
よ
う
に
消 
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え
て
ゆ
き
ま
し
た
。 

四
点 

 

秋
晴
れ
や
地
下
鉄
四
ツ
谷
の
赤
電
車 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
き
っ
と
誰
も
が
好
き
な
駅
。
秋
晴
れ
に
車
両
の
赤
を
配
し
て
ス
カ
ッ
と
し
た
気
分
！ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
地
上
に
出
て
赤
が
映
え
る
。 

篝
火
に
揺
る
る
泥
眼
月
の
能 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
雰
囲
気
が
巧
く
出
て
い
ま
す
ね
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
篝
火
、
嫉
妬
す
る
女
の
執
念
。
く
わ
ば
ら
く
わ
ば
ら
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
月
の
夜
の
薪
能
、
目
に
金
泥
を
塗
っ
た
女
面
が
篝
火
に
妖
し
く
照
ら
し
出
さ
れ
た
。 

駅
前
に
甚
句
流
る
る
秋
祭 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
相
撲
甚
句
の
伸
び
や
か
な
唄
は
秋
祭
り
に
あ
う
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
如
何
に
も
江
戸
風
の
半
纏
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

星
月
夜
隣
の
人
に
話
し
か
け 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
奥
さ
ん
！
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
星
空
で
す
ね
」 

菊
日
和
骨
董
市
に
人
多
し 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
も
う
長
い
こ
と
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
川
崎
大
師
の
骨
董
市
の
情
景
が
甦
っ
て
来
ま
し
た
。
今 

も
変
わ
り
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
秋
の
青
空
の
下
、
骨
董
市
の
人
の
賑
わ
い
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

停
車
す
る
た
び
に
草
の
香
秩
父
線 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
あ
れ
こ
れ
と
沿
線
を
想
像
し
て
い
ま
す
。
一
度
乗
っ
て
み
た
い
で
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
の
ど
か
な
田
舎
の
風
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

秋
澄
む
や
ウ
エ
ア
は
派
手
に
皇
居
ラ
ン 

 
 
 

千
恵 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
派
手
な
ウ
エ
ア
に
身
を
包
む
シ
ニ
ア
・
ラ
ン
ナ
ー
。
若
い
者
に
は
負
け
ら
れ
な
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ウ
ェ
ア
が
、
い
か
に
も
若
々
し
い
感
じ
が
で
て
い
ま
す
。 

備
前
路
は
黄
金
の
筵
稲
穂
咲
く 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・ 

広
々
と
し
た
田
園
の
実
り
の
秋
の
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

止
め
椀
は
輪
島
塗
な
り
秋
の
宿 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

輪
島
塗
工
房
の
復
興
早
か
れ
と 

願
い
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
災
害
の
重
な
る
能
登
へ
の
想
い
が
句
の
中
に
凝
縮
さ
れ
た
佳
句
。 

鉄
骨
を
打
込
む
音
や
港
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
秋
の
澄
ん
だ
空
気
を
震
わ
せ
て
工
事
の
音
が
届
く
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
「
港
秋
」
が
窮
屈
な
感
じ
が
し
ま
す
。
例
え
ば
「
秋
の
湾
」
と
か
「
秋
の
江
ま
た
は
秋
の 

江
に
」
な
ど
で
は
。 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
港
だ
か
ら
こ
そ
、
秋
だ
か
ら
こ
そ
の
乾
い
た
音
の
拡
が
り
。 

翔
平
に
球
場
狭
し
天
高
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
す
っ
き
り
と
詠
ま
れ
ま
し
た
。 

秋
の
雲
風
に
流
る
る
わ
が
一
生 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
自
我
が
生
ま
れ
た
人
間
も
所
詮
は
白
骨
と
な
る
。 

木
曽
谷
の
竜
胆
の
青
鮮
や
か
に 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
高
緯
度
の
植
物
は
鮮
や
か
。「
木
曽
谷
の
竜
胆
鮮
や
か
優
る
な
し
」
で
も
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
木
曽
谷
で
竜
胆
の
青
が
効
い
て
来
ま
す
ね
。 

伽
羅
薫
る
春
日
大
社
の
菊
の
宴 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
奥
ゆ
か
し
く
も
豪
奢
な
菊
の
宴
で
す
ね
。 
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康
敏
さ
ん
・
・
・
奈
良
春
日
大
社
で
十
月
九
日
に
行
わ
れ
た
重
陽
節
供
祭
は
、
菊
の
節
供
と
も
呼
ば
れ
、
献
香 

の
儀
が
行
わ
れ
た
。 

木
犀
や
年
に
一
度
の
自
己
主
張 

 
 
 
 
 
 
    

亜
也 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
普
段
は
お
と
な
し
く
親
の
言
う
こ
と
を
良
く
き
く
子
が
、
今
日
に
限
っ
て
反
抗
・
・
。 

 

三
点 

  

金
木
犀
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
散
歩
距
離
の
ば
す 

 
   

紀
久
男 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
何
か
の
目
標
や
ご
褒
美
が
あ
る
と
や
る
気
が
出
る
も
の
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
目
標
を
定
め
た
散
歩
で
治
癒
へ
の
気
力
が
漲
る
。「
金
木
犀
ま
で
は
リ
ハ
ビ
リ
励
む
人
」
で
も
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
行
先
の
目
標
が
な
い
リ
ハ
ビ
リ
散
歩
よ
り
金
木
犀
の
香
り
が
愉
し
め
る
の
は
良
い
こ
と
。 

歩
数
が
延
び
た
で
し
ょ
う
。 

初
鴨
の
池
畔
の
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
か
な 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
懐
か
し
い
！
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク 

昇
さ
ん
・
・
・
・
鴨
の
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
は
元
祖
よ
り
キ
ュ
ー
ト
で
す
ね
。 

眼
福
の
天
目
椀
や
秋
の
星 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
・
文
句
な
し
の
好
句
。
下
五
が
ぴ
っ
た
り
。
私
の
中
で
、
特
選
の
「
天
・
地
・
人
」
の
う
ち
「
地
」 

こ
の
鄙
に
コ
ン
ビ
ニ
の
灯
や
秋
の
暮 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
コ
ン
ビ
ニ
は
地
方
の
田
舎
に
も
店
舗
を
開
い
て
い
ま
す
。
私
も
ひ
さ
び
さ
に
里
に
帰
り
コ
ン
ビ 

ニ
の
開
店
に
驚
き
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
過
疎
化
の
進
む
里
の
夕
暮
、
そ
こ
は
か
と
な
い
心
細
さ
を
和
ま
せ
る
灯
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
山
あ
い
の
そ
れ
こ
そ
鄙
び
た
田
舎
道
に
全
く
不
釣
り
合
い
な
人
工
的
「
灯
」
が
目
に
入
っ
た
時 

の
違
和
感
。
共
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
光
景
が
「
里
」
で 

も
「
郷
」
で
も
な
く
「
村
」
で
も
な
く
、「
鄙
」
と
い
う
言
葉(
と
い
う
か
漢
字)

を
あ
て
は
め
ら
れ 

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
さ
し
く
【
ザ
・
俳
句
】
で
す
。 

秋
空
に
応
援
校
歌
風
に
乗
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
春
の
運
動
会
が
増
え
た
昨
今
、
秋
の
運
動
会
は
懐
か
し
く
楽
し
く
、
秋
ら
し
い
。 

牧
広
し
サ
イ
ロ
の
空
に
小
鳥
湧
く 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
北
海
道
の
広
々
と
し
た
牧
場
が
想
像
で
き
ま
す
。
そ
の
牧
場
の
サ
イ
ロ
の
空
に
小
鳥
が
群
れ 

鳴
い
て
い
る
。
雄
大
な
景
と
小
鳥
の
取
合
せ
が
う
ま
く
融
合
し
て
い
る
。 

鳥
渡
る
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
を
家
苞
に 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
昔
の
思
い
出
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
と
こ
ろ
ロ
シ
ア
は
魅
力
が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
シ
ベ
リ
ア
か
ら
越
冬
に
飛
来
す
る
鳥
達
自
身
が
持
っ
て
く
る
姿
ま
で
連
想
。 

誕
生
日
孫
の
お
ね
だ
り
栗
ご
飯 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
孫
」
俳
句
は
情
に
流
さ
れ
易
い
。「
誕
生
日
大
好
物
の
栗
お
こ
わ
」
で
も
。 

私
の
田
舎
で
は
、
唐
芋
（
薩
摩
芋
の
こ
と
）
の
乱
切
り
を
入
れ
て
炊
く
こ
と
も
あ
る
。
秋
の
香 

り
の
す
る
ご
飯
で
楽
し
い
。
子
供
で
な
く
て
も
笑
顔
に
な
る
。 

ア
ー
ル
デ
コ
尽
く
せ
る
邸
秋
晴
る
る 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
朝
香
宮
邸
内
の
様
子
で
し
ょ
う
か
？
あ
の
時
代
に
夫
婦
で
パ
リ
に
居
住
さ
れ
て
た
ん
で
す
よ 

ね
。
そ
の
審
美
眼
も
さ
す
が
で
す
ね
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・N

o
u

v
e
a
u

か
ら 

D
e
co

へ
。
秋
に
入
り
デ
コ
の
多
様
な
装
飾
様
式
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
て
い
る 

 

二
点 
  

小
望
月
波
に
消
え
ゆ
く
砂
の
文
字 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
砂
の
上
に
書
い
た
文
字
が
波
に
消
さ
れ
て
行
く
描
写
は
パ
ッ
ト
・
ブ
ー
ン
の 

「
砂
に
書
か
れ 
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た
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
を
始
め
沢
山
あ
る
が
、
季
語
の
小
望
月
が
秀
逸
。 

「
コ
ー
リ
ン
グ
ユ
ウ
」
の
歌
声
秋
の
夜 

 
 
  

五
郎
太 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
映
画
『
バ
グ
ダ
ッ
ド
・
カ
フ
ェ
』
で
全
編
に
流
れ
る
ジ
ョ
ヴ
ェ
ッ
タ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
が
唄
う 

「
コ
ー
リ
ン
グ 

ユ
ウ
」、
サ
ビ
の
声
量
豊
か
な 

“I
 am c

a
lli

n
g yo

u!

” 

が
耳
に
蘇
っ
て 

来
た
。
何
時
ま
で
も
続
く
気
だ
る
い
残
暑
を
吹
き
飛
ば
し
て
呉
れ
る
。 

俊
寛
を
暫
し
話
題
に
十
三
夜 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
・
二
枚
目
の
菊
之
助
が
岳
父
の
吉
右
衛
門
の
当
た
り
役
に
挑
戦
。
芸
風
に
合
わ
な
い
が
好
評
の 

よ
う
で
す
。 

見
逃
せ
り
銀
河
の
旅
人
ほ
う
き
星 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
十
三
夜
の
頃
か
ら
西
の
空
に
彗
星
が 

見
え
る
は
ず
で
し
た
が
ー
。
私
も
見
逃
し
ま
し
た
。  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 

壮
大
な
景
の
拡
が
り
が
、
良
い
と
思
い
ま
す 

半
纏
を
び
し
つ
と
決
め
る
子
青
蜜
柑 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
大
き
な
お
祭
り
で
し
ょ
う
。
中
七
の‶

び
し
っ
と
決
め
る
子
〟
が
頼
も
し
い
。
小
学
生
か
な
。 

聖
堂
に
論
語
の
素
読
木
の
実
降
る 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
現
役
時
代
会
社
（
丸
紅
）
の
近
く
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
湯
島
の
聖
堂
を
散
歩
し
た
こ
と
を
懐 

か
し
く
想
い
出
し
ま
し
た
。 

庭
の
栗
お
隣
招
き
お
こ
わ
飯 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
・
辛
口
の
旨
い
地
酒
持
っ
て
い
き
ま
す
の
で
私
も
お
招
き
に
預
か
り
た
い
も
の
で
す
。 

闇
深
く
天
河
神
社
星
流
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
今
秋
は
多
く
の
流
星
群
が
現
れ
た
。
闇
に
包
ま
れ
た
奈
良
の
天
河
大
弁
財
天
社
で
見
た
の
は 

オ
リ
オ
ン
座
流
星
群
で
あ
ろ
う
か
。
最
も
活
発
だ
っ
た
。 

夜
の
窓
を
叩
く
は
木
槿
残
り
花 

   
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
味
の
あ
る
秀
句
。
「
天
」
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

草
藪
に
黒
き
星
散
る
吾
亦
紅 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
あ
ち
こ
ち
に
点
々
と
見
え
る
吾
亦
紅
の
花
、
秋
も
闌
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季
節
の
茶
花 

で
す
が
、
英
語
名
は
バ
ー
ネ
ッ
トburne
t

と
い
う
よ
う
で
す
。
赤
黒
い
独
特
の
色
か
ら
か 

学
名
は
サ
ン
ギ
ソ
ル
バ
（
血
を
吸
う
の
意
）
、
バ
ラ
科
だ
そ
う
で
す
。 

一
蝶
は
俳
諧
の
味
秋
の
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
乱
れ
飛
ぶ
蝶
で
な
く
一
蝶
と
し
た
こ
と
に
味
が
あ
り
ま
す
。 

秋
の
海
流
れ
る
砂
の
音
を
聞
く 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
砂
が
流
れ
る
音
が
聞
き
取
れ
る
の
も
、
静
か
で
澄
ん
だ
秋
な
ら
で
は
の
こ
と
。 

虫
し
ぐ
れ
口
遊
ぶ
能
登
の
童
歌 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
能
登
の
悲
し
み
を
童
歌
（
下5

）
に
託
し
て
い
る
。 

紀
久
男
・
・
・
・
胸
に
ジ
ン
と
く
る
句
で
す
。
低
い
声
で
口
遊
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
上
五
の
季
語
が
特
に 

効
い
て
お
り
ま
す
。
特
選
「
天
」
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

一
点 

 

一
頭
だ
け
公
園
で
舞
う
秋
の
蝶 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
  

  

天
牛
さ
ん
・
・
・
虫
好
き
の
私
と
し
て
は
俳
句
で
一
頭
な
ん
て
言
葉
を
使
は
れ
る
と
、
つ
い
採
っ
て
し
ま
い
ま 

す
。 

釜
寺
で
一
葉
出
会
え
た
初
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
・
聞
い
た
こ
と
の
無
い
寺
で
す
が
、
今
年
は
じ
め
て
一
葉
の
み
の
紅
葉
を
見
た
感
激
を
詠
っ
て 

お
ら
れ
ま
す
。 
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白
樺
に
残
る
葉
少
し
秋
深
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
寒
々
と
し
た
秋
ら
し
い
感
じ
が
よ
い
。 

秋
の
夜
半
闇
を
お
よ
い
で
水
底
へ 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
  

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
そ
の
先
に
一
条
の
光
明
あ
れ
か
し
。 

蹲
に
秋
草
ざ
っ
く
り
盛
る
茶
店 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
見
事
な
作
品
。
私
の
中
で
特
選
の
「
天
・
地
・
人
」
の
内
「
人
」 

金
木
犀
強
く
香
ほ
り
来
月
半
ば 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
先
日
我
が
家
前
の
急
な
坂
を5

分
歩
い
て
降
り
た
ら
金
木
犀
が
タ
ワ
ワ
に
咲
い
て
い
る
と
女 

房
が
言
う
の
で
共
に
鑑
賞
。
満
足
し
て
別
の
楽
な
坂
道
を
帰
っ
て
来
た
ら
家
か
ら1

分
の
所 

に
同
じ
よ
う
に
タ
ワ
ワ
に
咲
い
て
い
た
。
こ
れ
っ
て
無
駄
足
と
言
う
べ
き
で
は
な
か
ら
ん
。 

不
足
な
き
世
に
生
き
不
足
と
は
そ
ぞ
ろ
寒 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
人
に
よ
っ
て
満
足
度
は
異
な
る
も
の
。
隣
の
芝
生
は
青
く
見
え
る
。 

  
 
 
 
 
 

     

     

     

     

     

     

     

【
次
回
十
一
月
及
び 

十
二
月
（
納
会
）
青
葉
会
予
定
】 

☆
十
一
月
二
十
八
日(

木) 

午
後
一
時
か
ら 

三
軒
茶
屋
・
世
田
谷
区
施
設
「
し
ゃ
れ
な
あ
ど
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
昭
和
信
金
三
軒
茶
屋
支
店
ビ
ル
）
４
階 

部
屋
名
：
シ
リ
ウ
ス 

 

○
ご
出
句
・
ご
投
句
締
切
日 

十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
中 

メ
ー
ル
・FAX

、
郵
送
に
て
星
田
ま
で
。 

 

当
季
雑
詠 

句
会
ご
参
加
者
は
五
句
、
ご
投
句
の
方
は
二
句
を
目
処
と
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 

☆
十
二
月
十
九
日
（
第
三
木
曜
日
）
午
後
一
時
か
ら 

句
会 

於
：
三
軒
茶
屋
・「
し
ゃ
れ
な
あ
ど
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
昭
和
信
金
三
軒
茶
屋
支
店
ビ
ル
）
４
階 

部
屋
名
：
シ
リ
ウ
ス 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
午
後
五
時
か
ら 

忘
年
会 

於
：
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
年
末
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
二
月
句
会
は
第
三
木
曜
日
を
予
定
致
し
ま
す
。 

 
 

ご
出
句
締
め
切
り
は 

十
二
月
十
五
日(

日)

で
す
。
ご
出
席
の
方
は
５
句
、
ご
投
句
の
方
は
２
句
を
目
処
と
し 

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 

※
句
会
終
了
後
、
恒
例
に
よ
り
青
葉
会
忘
年
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
句
会
場
の
並
び
で
よ
り
駅
に
近
い
、
銀
座
ア

ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館
で
催
行
致
し
ま
す
。
句
会
に
参
加
さ
れ
ず
と
も
、
日
頃
は
選
句
だ
け
の
方
で
も
ご
都
合
許
せ

ば
是
非
と
も
ご
参
加
下
さ
い
！
大
歓
迎
で
す
！
ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
は
十
二
月
の
ご
出
句
締
切
日
の
十
五
日
ま
で

に
、
星
田
ま
で
、
忘
年
会
ご
参
加
の
旨
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

     

     

     

     

     

     

     

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

十
月
句
会
は
、
日
頃
句
会
に
は
お
仕
事
や
遠
隔
地
の
た
め
な
か
な
か
ご
参
加
出
来
な
い
、
山
崎
亜
也
さ
ん 
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と
、
名
古
屋
か
ら 

山
田
け
い
子
さ
ん
が
ご
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
以
上
に
皆
さ
ま
か
ら
も
、
披
講
の
場 

で
の
注
意
事
項
や
句
に
係
る
経
験
談
な
ど
活
発
な
お
話
、
ご
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
賑
や
か
な
句
会
と
な
り
ま 

し
た
。
流
石
に
天
候
も
遅
れ
馳
せ
乍
ら
、
秋
ら
し
さ
が
見
え
始
め
た
頃
の
作
句
で
し
た
の
で
、
金
木
犀
や
菊
、 

秋
の
空
、
昆
虫
な
ど
秋
の
季
語
が
用
い
ら
れ
、
一
気
に
秋
の
深
ま
り
を
み
せ
た
句
が
八
十
七
句
集
ま
り
ま
し 

た
。
結
果
は
ご
覧
の
よ
う
に
、
十
三
点
に
昇
さ
ん
、
次
は
九
点
で
、
び
ん
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
、
盛
雄
さ
ん
が 

続
き
ま
し
た
。 

十
一
月
も
半
ば
に
な
る
と
気
温
も
ぐ
っ
と
冬
に
近
づ
い
て
く
る
と
の
予
想
、
十
一
月
の
句
会
は
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
出
句
で
は
季
節
の
変
化
の
様
子
も
ま
た
楽
し
い
句
会
と
な
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。 

 

一
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

釣
瓶
落
し
一
畝
ご
と
に
暮
れ
残
り 

流
星
や
心
の
中
に
穴
ひ
と
つ 

篝
火
の
揺
れ
爽
籟
の
野
外
能 

仔
馬
生
れ
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
ご
と
く
立
つ 

笑
は
せ
て
ほ
ろ
り
と
さ
せ
て
村
芝
居 

 

二
、 

関
係
者 

近
詠 

若
き
日
の
老
い
し
日
の
聖
句
花
柘
榴 

 
 
 

眞
希
子 

 
 

鼠
花
火
あ
の
頃
の
夢
ど
こ
に
行
っ
た 

 
 

陽
亮 

聖
日
を
閉
ぢ
ん
と
牧
師
水
を
撒
く 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

父
の
齢
に
追
ひ
つ
く
今
年
青
林
檎 

 
 
   

仝 

癌
と
も
に
生
命
体
や
大
昼
寝 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

あ
の
ひ
と
は
十
も
年
下
濃
あ
ぢ
さ
い 

 
 
 

仝 

薔
薇
の
庭
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
ふ
は
と
踏
む       

弘
子 

 
 

便
便
と
生
き
て
こ
の
仕
儀
根
無
草 

 
 

  

仝 

ア
ル
マ
イ
ト
の
コ
ッ
プ
伏
せ
あ
る
里
清
水 

 
 
 

仝 
 
 

 
 

脳
梗
塞
を
患
い
て
二
句 

白
玉
に
お
か
め
の
笑
顔
ふ
と
浮
か
む 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

炎
昼
や
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
を
無
意
識
に 

 
 

仝 

狐
穴
塞
ぎ
し
祠
稲
荷
寿
司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

千
里
馬
で
あ
り
し
海
馬
や
い
ま
海
月 

 
 
 

仝 

鱚
天
の
白
身
ほ
つ
く
り
春
木
町 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

今
日
の
大
谷
三
振
ば
か
り
枇
杷
の
種 

 
 
 

仝 

踊
ら
せ
て
炒
め
て
光
る
茄
子
の
黒 

 
 
 
 
 
 

仝 

風
の
来
て
極
上
の
蔭
夏
欅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―

「
森
の
座 

十
月
号
」
横
澤
放
川 

選
（
日
経
俳
壇
選
者
） 

   
 
 
 

令
和
六
年
十
一
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

     


